
排水機場は水を吸い込む機能上たくさんのゴミが流れてきます。処分には多くの費用が掛かり
ますので、水路へのゴミ捨てはやめてください。

YouTube

立田排水機場

立田輪中
第2排水機場

 排水機場の名前

排水ポンプの運転状況
令和3年4月から令和4年3月までの1年間（下段は前年度比）

運転日数 運転時間数 排水費用 う ち 電 気 代

222日 
(＋8日)

221日 
(＋6日)

2,118時間 
(－5時間)

1,969時間 
(＋8時間)

14,297,435円 
(＋1,414,389円)

14,510,044円 
(＋392,183円)

6,436,944円 
(＋304,939円)

11,261,111円 
(＋754,204円)

木曽三川の下流域にあたる立田輪中（旧八開村西部、旧立田村）は、江戸時代から治水に悩まされ
た地域でしたが、明治時代の大規模な木曽三川分流工事のおかげで、その頑丈な堤防で守られること
となりました。しかし反面、それまで排水していた木曽川への杁（樋門）が無くなり排水先を失いまし
た。写真の立田輪中悪水樋門（弥富市中山町）は、この対策として立田輪中の排水を鍋田川に流すた
めに明治35年に設けられたものです。当時の人々は、そのレンガ作りの重厚な構造物の偉容に驚き
「中山の人造石樋門」と呼んでいました。ただこの建設には立田輪中の人々の大変な苦労がありまし
た。排水先喪失の原因である三川分流工事の一環で樋門を建設するよう、県に何度も陳情を行いまし
たが断られていたのです。このため、当時の立田輪中普通水利組合（立田輪中悪水土地改良区の前
身）は、現在の価値で億単位のお金を銀行から借り、これを県に納めて樋門を完成させました。その
後、役割を変えながら使われましたが、現在はその役目を終え、弥富市のご厚意により史跡として残さ
れ、今もその姿を見ることができます。

土木課　☎（55）7125

木曽三川分流工事 と 立田輪中悪水樋門
（立田輪中悪水土地改良区）

令和４年7月１日、石田町に「愛西市発達支援センター（愛称：わかば）」を
開所しました。このセンターは、障害のあるお子さん、障害のある方およ
びその家族などを対象として、児童発達支援事業、地域支援事業、保育所
等訪問支援事業、相談支援事業を行います。事業を通じて早期発見、早期
療育、発達障害児などの特性に応じた支援、相談を行う施設です。
地域の中核的な療育支援拠点として、皆様に愛されるセンターとなるよ

う努めてまいります。お子さんの発達などについて何か心配なことがあり
ましたら、お気軽に声をかけてください。

日時：７月１日（金）　午前９時３０分～

この日、愛西市発達支援センター開所
式が行われました。
市長あいさつでは、教育と福祉の連携

強化や、新たに家庭・教育・福祉をつなぐ
地域連携の事業実施など、センターでの
役割が述べられました。その後、長坂衆議
院議員をはじめ来賓の皆さまから祝辞を
いただき、テープカットを行いました。
素晴らしい天気に恵まれ、センターの

門出にふさわしい日となりました。

施設案内
開 館 日：月曜日～金曜日

（土・日曜日、祝日および12月29日～翌年1月3日を除く）
開館時間：午前8時30分～午後5時15分
住　　所：愛西市石田町宮前16番地１

●問い合わせ先
愛西市発達支援センター
☎（24）3955
FAX：（31）6411

「愛西市発達支援センター」開所

キッズスペース
交流スペース

指導訓練室

遊戯室 プレイルーム

総合遊具

心理室フロアマップ

開所式の様子

プール
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